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人口 5,152人(-131) 男 2,480人(-39) 女 2,672人(-92) 世帯数 2,324世帯(-51)

千厩地区の人口・世帯数 令和５年１１月3０日現在。 一関市調べ。()内は前年同月比。

千厩市民センター
のホームページへ

にぎやかにイルミネーション点灯

福を届けて～火の用心と交通安全～

当協議会は９日、安全安心まちづくりせ
んまやイルミネーション2023点灯式を開催
しました。式では子供たちに光る風船を配
り、来場者全員に温かい玉こんにゃくをふ
るまいました。
千葉会長の挨拶と点灯に続き、恒例の市

民講座「舘山唱歌音楽学校」の皆さんがき
れいな歌声の合唱を披露しました。また、
ゲストの藤沢町「サンイチスコップ三味
線」がきらびやかな衣装と歌声で会場をに
ぎやかに盛り上げました。
式の後、来場した方々は思い思いの場所

で写真を撮って楽しんでいました。
イルミネーションは１月14日まで。午後

５時～午後９時まで点灯していますのでぜ
ひお越し下さい。

天津 木村卓弘氏 講演会

当協議会主催の21世紀塾地域づくり特
別講演会は11月21日、岩手県立千厩高等
学校で開催。本県に移住したいわて応援
芸人「天津」の木村卓寛氏を迎え、「岩
手にええコトあると思います～移住して
見つけた宝物たち～」と題した講話を聴
きました。
当日は千厩高校全校生徒、教職員と千

厩中学校の３年生、そして地域の皆さん
あわせて約700人が聴講。
木村氏はブレークした後に仕事が減り、

縁があって岩手に移住したことまでの経
緯を語り「人と比べることは何もいいこ
とはない」「たくさんあるチャンスに気
付き自分で拾いあげることが大事」とい
うメッセージを若い世代に届けてくれま
した。
また、岩手の自然、食、人の魅力が地

元の人が思っている以上に大きいと語り、
人として豊かに生きれる素晴らしい場所
だと改めて感じてと呼びかけました。
最後には千厩高校生からお礼の言葉と

高校で収穫したお米、ネギなどを木村氏
に贈り、サプライズのメッセージイベン
トで会場内が大きく盛り上がりました。

高校生サポーターと ひまわりの種取り
当協議会産業安全部は２日、ひまわりの種取り

作業を千厩市民センターで行いました。
当日は千厩高校生サポーター４人も参加。乾燥

させた花から種を取り出し、「唐箕」という機械
で種に付着した「がく」などを吹き飛ばしきれい
にしました。「唐箕」初体験の高校生は産業安全
部員に教わり、すぐに慣れた手つきで機械をどん
どん回していました。
取り出した種は10月に千厩小学校児童が種取り

を行った分と合わせて67キロになりました。
種は今後オイルなどに加工する予定です。

岩手せんまや福よせ雛プロジェクト実行委員会（担当:
地域福祉部）は６日と８日、町内の公の施設や金融機関な
どで人形を飾り、イベントの広報活動を行いました。
各施設などには、その仕事をイメージした人形を飾りま

したが、このうち千厩警察署ではキックボードと自転車に
乗った人形がヘルメット着用で交通安全を、一関東消防署
では火消しのまといを持った人形が火の用心を呼びかけて
います。
福よせ雛は、お雛様にアレンジをくわえてよみがえらせ、

地域の人に笑顔と福を届けるプロジェクト。千厩での取り
組みは今年で３年目を迎えます。
今年の展示は千厩酒のくら交流施設、千厩市民センター、

小梨市民センターで行う予定です。

認知症サポーター養成講座

認知症サポーターとは、認知症を正し
く理解し、認知症の人や家族を温かく見
守る「応援者」です。講座を受講すると
誰でもサポーターになれます。サポー
ターは特別な職業や資格ではなく、自分
の日常生活の中で認知症への理解と支援
の心をもって行動するだけです。

開催日 ２０２４年１月１１日㊍

時 間 １３時３０分～１５時

場 所 千厩市民センター

※申込みは千厩市民センター☏52-2309
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